
役場の窓辺から yakuba no madobe kara

福
祉
課
・
長
寿
介
護
室　

☎（
56
）２
２
２
４

福
祉
介
護
室　

☎（
58
）７
０
７
１

寝
た
き
り
等
の
方
を
対
象
に

歯
科
医
師
が

お
宅
を
訪
問
し
ま
す

　

寝
た
き
り
等
の
た
め
、歯
科
医
院
へ
の
通

院
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、歯
科
医
師
が
訪

問
し
て
治
療
を
行
う
、在
宅
で
の
歯
科
診
療

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

川
根
本
町
に
住
む
寝
た
き
り
又
は
寝
た
き

り
に
準
ず
る
者
で
、在
宅
歯
科
診
療
が
可
能

な
方

◆
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書（
在
宅
訪
問
歯
科
診
療
申
込
書
）を

役
場
福
祉
課
・
長
寿
介
護
室
ま
た
は
総
合
支

所
・
福
祉
介
護
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申

込
書
は
本
庁 

長
寿
介
護
室
と
総
合
支
所 

福

祉
介
護
室
に
あ
り
ま
す
。

◆
診
療
者

　

榛
原
歯
科
医
師
会
の
歯
科
医
が
伺
い
ま

す
。

◆
診
療
治
療
費

　

本
人
負
担（
事
前
調
査
費
は
町
が
負
担
し

ま
す
）

生
活
健
康
課
・
健
康
室　

☎（
56
）２
２
２
２

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
健
康
な
生
活
を

高
齢
者
の
歯
の
本
数
や
状
態
を
審
査
す
る

「
い
い
歯
☆
キ
ラ
リ
☆
番
人
の
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
29
日
、「
い
い
歯
☆
キ
ラ
リ
☆
番
人
の
歯
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
満
70
歳
以
上
の
18
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
が
榛
原
歯
科
医
師
会
の

協
力
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
と
日
本
歯
科
医
師
会
で

行
っ
て
い
る
「
８
０
２
０
運
動
」（
80
歳
に
な
っ
て

も
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
を
維
持
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

当
日
は
渡
辺
歯
科
医
院
の
渡
辺
克
也
歯
科
医
師
に

審
査
員
を
お
願
い
し
、
金
の
部（
80
歳
以
上
）
銀
の

部（
75
歳
か
ら
79
歳
）、
銅
の
部（
70
歳
か
ら
74
歳
）

の
各
部
門
に
分
か
れ
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
第
１
位
は
、
金
の
部 

大
村
哲
男
さ
ん

（
千
頭
東
）、
銀
の
部 

德
嶋
百
合
江
さ
ん（
藤
川
）、

銅
の
部 

長
嶋
忠
さ
ん（
徳
山
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　

審
査
を
終
え
た
渡
辺
歯
科
医
師
は
、
歯
周
病
の
概

要
や
身
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
「
こ

れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
し
、
健
康
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

金の部 奨励賞
　第 1位　大村　哲男（80歳） 兼松あや子（84歳）
　第 2位　小西　　學（83歳） 嶋　　とし（85歳）
　第 3位　長濱　辰巳（83歳） 髙木いつよ（80歳）

小川　幸男（80歳）
出場者 7名全員の方が 8020を達成しました。　

銀の部 奨励賞
　第 1位　德嶋百合江（79歳） 澤口　市衞（78歳）
　第 2位　山本　綾子（76歳） 坂本　つね（78歳）　
　第 3位　髙木　茂明（76歳） 佐藤　福美（75歳）　

長嶋　虎雄（78歳）
出場者 7名全員の方が 7520を達成しました。

銅の部 奨励賞
　第 1位　長嶋　　忠（71歳） 山中きよ子（73歳）
　第 2位　花村　　曻（74歳）
　第 3位　山本　元子（71歳）
出場者 4名全員の方が 7020を達成しました。

審査
結果

＊敬称略 （年齢は平成28年４月１日現在の満年齢）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 12
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。この４月から一般社団法
人エコティかわねの事務局長としてエコツーリズ
ムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

エコティ
かわね 事

務局長

神東美希
の

「エコティかわね」になって早
４か月が過ぎました。現在

の会員数が44名。そのうち７割が
町内在住者、３割が町外の方です。
特筆すべきは、町内在住者のうち半
分が移住者（ヨソ者）であること。

私もそうですが、ヨソ者はこの
町に何かしらの魅力を感じ、

好んで住んでいます。地元民とは
違う感覚でこの町の良さを捉え、
発信できる人たちです。新住民た
ちの視点やパワーと、地元民たち
の知識と経験がうまく融合してい
るのが、今の「エコティかわね」か
もしれません。

組織内の新陳代謝が活発に
なったとでもいいましょう

か？　新しい人たちが加わったこ
とで、新しいプログラムが次々と
生まれています。星空観察とヨガ
を組み合わせたものや、一日きこ
り体験などがそうです。

根底にあるのはまず「自分が好
きなことをやる」。そのあとに

「地域を元気にしたい」「この町の
良さを伝えたい」という想いが続
きます。しかし、想いだけでは何も
変わりません。

新会員の出した企画が、ベテ
ランの会員たちの助言やサ

ポートを受け、さらに良いものに
なり実現に至ります。エコティの
プログラムの一つひとつが、会員
の「想い」を「行動」に移した成果な
のです。もちろん失敗することも
ありますが、それもやってみない
と分からないこと。「エコティかわ
ね」がみんなの「やってみたい」と
いう想いを実現できる場でありた
いと願います。　

ヨソ者が半数、と聞くと「変わり
者の集まりか？」と敬遠され

てしまうかもしれませんが、陽気で
真面目で働き者で前向きな人の集
まりです（笑）いきなりプログラム
を企画したり、ガイドとして活躍で
きなくても、まずはお手伝いからで
構いません。とにかくヤル気と行動
力のある方なら大歓迎です。

地域がエコティを支え、エコ
ティもまた、微力ながらこの

町を支えていきます‼

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

福
祉
課
・
長
寿
介
護
室　

☎（
56
）２
２
２
４

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
平
成
26
年
度
に
策
定

し
た
、
第
６
期
川
根
本
町
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
施
設

整
備
及
び
施
設
運
営
を
行
う
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
整
備
内
容

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

１
ユ
ニ
ッ
ト
・
利
用
定
員
９
人

の
施
設
を
１
箇
所

■
募
集
期
間

平
成
28
年
９
月
１
日
〜

　

平
成
28
年
９
月
30
日（
30
日

間
）

■
応
募
方
法
及
び
提
出
書
類

　

応
募
に
係
る
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

福
祉
課
・
長
寿
介
護
室　

☎（
56
）２
２
２
４

町
内
介
護
保
険
事
業
所
に
勤
め
る
方
の
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
資
格
取
得
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、町
内
の
介
護
保
険

事
業
所
の
職
員
増
加
と
定
着
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、介
護

職
員
初
任
者
研
修
の
資
格
取
得

に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、５
万
円

を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
し

て
い
る
方
が
、補
助
対
象
者
で
す
。

・
川
根
本
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
こ
と

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
し
、研
修
修
了
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と

・
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
で
介
護
職
員
と
し
継

続
し
て
３
ヵ
月
以
上
勤
め
、

か
つ
週
20
時
間
以
上
勤
務
し

て
い
る
こ
と

・
国
、県
、そ
の
他
公
的
機
関
等

か
ら
、こ
の
事
業
の
申
請
に

係
る
受
講
料
に
つ
い
て
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
■
申
請
方
法

　

勤
務
証
明
書
、介
護
職
員
初

任
者
研
修
受
講
料
の
領
収
書
の

写
し
、介
護
職
員
初
任
者
研
修

を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
の
写
し
を
添
付
し
、役
場
福

祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

毎月１回 地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介しています。是非一度聞きに来て下さい。
１．開催日時　平成 28 年９月 18 日（第三日曜日）
　　　　　　　１回目　11：00 ～　２回目　13：30 ～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　薗田光枝・奥野恵美子・中原すま子
（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局 /薗田はる☎（56）0374）
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